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中央会の主な事業等活動予定（3月）

月日 曜日 内　　容 担当部署

■ 中小企業連携組織対策事業

3/ 3 木
連携組織活性化研究会
対象：千葉県紙器段ボール箱工業組合

工業連携支援部
☎ 043･306･2427

3/ 7 月
連携組織活性化研究会
対象：松戸駅周辺商業協同組合

商業連携支援部
☎ 043･306･3284

3/ 8 火
組合等新分野開拓支援事業
対象：臼井ショッピングセンター協同組合

商業連携支援部

3/14 月
組合後継者等育成事業（女性経営者等交流会）
対象：千葉県中小企業団体レディース中央会

工業連携支援部

3/26 土
連携組織活性化研究会
対象：千葉県自動車整備商工組合

工業連携支援部

■ 千葉県商店街若手リーダー養成事業

3/ 2 水 ふさの国商い倶楽部　総会 工業連携支援部

■ 団体等運営支援事業

3/ 7 月
千葉県商店街振興組合連合会　広域連携事業
対象：振興組合柏二番街商店会

商業連携支援部

3/14 木 千葉県中小企業団体レディース中央会　第 2 回役員会 工業連携支援部

3/22 火 千葉県異業種交流融合化協議会　第 2 回理事会 経営支援部
☎ 043･306･3282

■ 理事会等の開催

3/ 7 月 平成 27 年度　第 3 回正副会長会議 総務部
☎ 043･306･3281

3/15 火 平成 27 年度　第 3 回理事会 総務部

平成28年2月10日現在

Chushokigyo-chiba　2016.33
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補 助 事 業 名 平成26年度連携組織活性化研究会

対 象 組 合 等

鴨川温泉旅館業協同組合
▼組合データ
理 事 長 久根崎　達郎 住　 所 鴨川市横渚 945-2
設　 立 平成 23年 6月 業　 種 旅館，ホテル
組 合 員 22人

テ ー マ 地域団体商標登録による組合活性化について
担 当 部 署 千葉県中小企業団体中央会　工業連携支援部（℡ 043-306-2427）
専 門 家 かちどき特許事務所　所長　髙橋　幸夫（弁理士）

背
景
と
目
的

　

地
域
団
体
商
標
制
度
は
、
地
域
と

密
接
な
関
連
性
を
有
す
る
商
品
又
は

サ
ー
ビ
ス
に
、
当
該
地
域
名
を
冠
し

た
商
標
を
使
用
し
て
、
他
の
地
域
の

商
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
と
差
別
化
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
平
成
17
年
の

一
部
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
、
平
成

18
年
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

地
域
団
体
商
標
は
、平
成
28
年
１
月

12
日
現
在
、全
国
で
５
９
７
件
、
千
葉

県
で
は
14
件
（「
房
州
び
わ
」、「
八
街

産
落
花
生
」、「
市
川
の
な
し
」、「
市

川
の
梨
」、「
富
里
ス
イ
カ
」、「
矢
切

ね
ぎ
」、「
小
湊
温
泉
」、「
安
房
菜
の

花
」、「
船
橋
に
ん
じ
ん
」、「
銚
子
つ

り
き
ん
め
」、「
し
ろ
い
の
梨
」、「
勝
浦

タ
ン
タ
ン
メ
ン
」、「
船
橋
の
な
し
」、

「
鴨
川
温
泉
」）が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
鴨
川
温
泉　

な
ぎ
さ
の
湯
」
に
関

し
て
他
の
温
泉
と
差
別
化
を
図
る
こ

と
、
同
じ
鴨
川
市
内
に
あ
る
小
湊
旅

館
業
協
同
組
合
が
、「
小
湊
温
泉
」
を
、

平
成
20
年
８
月
15
日
に
、
地
域
団
体

商
標
の
商
標
権
（
商
標
登
録
第

５
１
６
０
１
２
８
号
）
を
取
得
し
て
、

一
定
の
成
果
を
出
し
て
い
る
こ
と
等

を
考
慮
し
、
鴨
川
温
泉
旅
館
業
協
同

組
合
に
お
い
て
「
鴨
川
温
泉
」
の
地

域
団
体
商
標
の
商
標
権
の
取
得
を
目

指
す
こ
と
と
な
り
、
準
備
を
開
始
し

始
め
、
今
回
の
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

①
商
標
登
録
出
願
の
準
備
等

　
「
小
湊
温
泉
」
が
ど
の
よ
う
な
書
類

を
提
出
し
て
商
標
登
録
に
至
っ
た
か

を
知
る
た
め
、「
小
湊
温
泉
」
を
商
標

登
録
す
る
た
め
に
特
許
庁
に
提
出
し

た
書
類
を
全
て
入
手
し
ま
し
た
。

　

入
手
し
た
書
類
を
検
討
し
、
商
標

法
７
条
の
２
第
１
項
に
係
る
商
標
と

し
て
需
要
者
の
間
に
広
く
認
識
さ
れ

て
い
る
（
以
下
、「
周
知
性
」
と
い
う
。）

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
準
備
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

宣
伝
広
告
は
数
多
く
行
っ
て
い
る

も
の
の
、
最
初
に
組
合
か
ら
提
示
さ

れ
た
宣
伝
広
告
の
中
に
は
「
鴨
川
温

泉
」
が
単
独
で
明
確
に
表
示
さ
れ
た

も
の
が
多
く
な
く
、「
周
知
性
」
を
証

明
す
る
た
め
の
宣
伝
広
告
を
選
択
す

る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

組
合
の
構
成
員
に
、「
地
域
団
体
商

標
制
度
」に
つ
い
て
解
説
し
、「
鴨
川
温

泉
」
が
目
立
つ
よ
う
に
単
独
使
用
さ

れ
て
い
る
例
な
ど
を
説
明
し
た
と
こ

ろ
、組
合
の
構
成
員
等
の
努
力
に
よ
り
、

「
小
湊
温
泉
」
よ
り
多
く
の
「
周
知
性
」

の
立
証
書
類
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

当
初
、
平
成
26
年
度
内
に
商
標
権

を
取
得
す
る
た
め
、
平
成
26
年
６
月

に
地
域
団
体
商
標
の
商
標
登
録
出
願

を
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、

「
周
知
性
」
の
立
証
書
類
の
準
備
の
関

係
上
、
二
ヶ
月
遅
れ
の
平
成
26
年
８

月
１
日
に
、
地
域
団
体
商
標
の
商
標

登
録
出
願
を
、
特
許
庁
に
対
し
て
行

い
ま
し
た
。

②
拒
絶
理
由
通
知
の
受
領

　

必
要
な
書
類
は
全
て
提
出
し
た
た

め
、
登
録
査
定
（
拒
絶
理
由
は
発
見

で
き
な
い
）
が
来
る
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
予
想
に
反
し
て
、

平
成
27
年
１
月
５
日
に
特
許
庁
か
ら

拒
絶
理
由
通
知
が
来
ま
し
た
。

　

拒
絶
理
由
通
知
に
は
、
提
出
さ
れ

た
書
類
だ
け
で
は
「
周
知
性
」
が
あ

る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、「
小
湊
温
泉
」
の
場
合
と
は
全
く

異
な
り
、
広
告
等
の
時
期
、
回
数
、

地
域
、
ち
ら
し
等
の
配
布
時
期
、
配

布
部
数
、
配
布
先
、
催
し
物
の
来
場

者
数
（
県
内
・
県
外
別
）、
施
設
別
宿

事
業
の
活
動
内
容

このコーナーでは、連携組織の活性化に意欲的に取り組む県内の組合事例等をご紹介します！
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〜連携支援の現場から〜

ぎ
さ
の
湯
」
の
良
さ
が
、
利
用
者
か

ら
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。

　

商
標
法
は
商
標
の
使
用
を
す
る
者

の
業
務
上
の
信
用
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
（
商
標
法
第
１
条
）。

　

商
標
権
の
取
得
に
よ
っ
て
高
ま
っ

た
「
鴨
川
温
泉
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

活
用
し
な
け
れ
ば
絶
対
に
損
で
す
。

今
ま
で
以
上
に
、「
鴨
川
温
泉
」
を
目

立
つ
位
置
で
単
独
使
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
登
録
商
標
「
鴨
川
温
泉
」
が

持
つ
商
標
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
、「
な

ぎ
さ
の
湯
」
の
優
れ
た
点
が
一
般
大

衆
に
伝
わ
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

今
回
、
地
域
団
体
商
標
の
商
標
権

を
取
得
し
た
「
鴨
川
温
泉
」
が
価
値

を
生
み
出
す
か
ど
う
か
は
、
組
合
及

び
組
合
の
構
成
員
の
今
後
の
広
報
活

動
に
依
存
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
鴨
川
温
泉
」
を
商
標
登
録

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
合
と
組
合

の
構
成
員
が
「
鴨
川
温
泉
」
を
独
占

的
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
等
の
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
宣
伝
等
の
手
段
を
用
い
て

登
録
商
標
「
鴨
川
温
泉
」
を
使
用
し

か
ら
問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、「
周
知
性
」
が
あ
る
こ
と

を
力
説
し
、
更
な
る
証
拠
書
類
の
提

出
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し

た
。

　

平
成
26
年
度
内
に
は
間
に
合
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
27
年
６
月
３

日
に
、
待
望
の
登
録
査
定
が
来
ま
し

た
。

　

登
録
料
の
納
付
後
、平
成
27
年
６
月

26
日
に
、商
標
登
録
第
５
７
７
３
７
９
０

号
と
し
て
、
商
標
権
の
設
定
登
録
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
事
業
を
通
じ
て
、
組
合
の

構
成
員
が
、「
鴨
川
温
泉
」
を
、
自
社

の
サ
ー
ビ
ス
と
他
地
域
の
同
業
他
社

の
サ
ー
ビ
ス
と
を
区
別
す
る
標
識
と

し
て
の
使
用
（
商
標
的
使
用
態
様
）

を
行
お
う
と
す
る
意
識
が
向
上
し
た

こ
と
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。

　

ほ
ん
の
り
と
硫
黄
が
香
る
単
純
硫

黄
冷
鉱
泉
の
「
な
ぎ
さ
の
湯
」
の
泉

質
は
、
他
の
温
泉
と
比
べ
て
も
、
見

劣
り
す
る
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
優

れ
て
い
る
と
い
え
る
た
め
、「
鴨
川
温

泉
」
を
目
立
つ
位
置
に
、
商
標
的
使

用
態
様
で
使
用
す
れ
ば
す
る
程
、「
な

年
間
宿
泊
数
（
県
内
・
県
外
別
）
を

明
確
に
す
る
と
共
に
、
追
加
の
証
拠

書
類
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
官
の
指
摘
に
従
い
、
既
に
提

出
し
た
書
類
に
つ
い
て
要
求
さ
れ
た

項
目
を
証
明
し
、
か
つ
、
追
加
書
類

を
提
出
し
な
け
れ
ば
、
商
標
権
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

③
「
周
知
性
」
の
証
拠
の
準
備
等

　

拒
絶
理
由
通
知
の
内
容
を
検
討
し

て
、
組
合
と
共
同
で
、
提
出
し
た
書

類
の
証
明
作
業
と
追
加
書
類
の
探
索

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

以
前
行
っ
た
「
周
知
性
」
の
立
証

書
類
の
収
集
作
業
等
に
よ
り
、
組
合

の
構
成
員
の
意
識
の
持
ち
方
が
変
わ

り
、
組
合
の
構
成
員
が
「
鴨
川
温
泉
」

を
目
立
つ
位
置
に
単
独
で
使
用
し
て

い
る
広
告
が
数
多
く
見
つ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
過
去
の
使
用
例
も
更
に

出
て
き
ま
し
た
。

　

審
査
官
の
要
求
す
る
書
類
等
を
全

て
網
羅
し
た
意
見
書
を
平
成
27
年
２

月
16
日
に
特
許
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。

④�

登
録
査
定
の
受
領
、
商
標
権
の
設
定

登
録

　

意
見
書
を
提
出
し
た
後
、
審
査
官

続
け
る
地
道
な
活
動
が
非
常
に
重
要

と
な
り
ま
す
。

　

起
こ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
も
し
、
組
合
及
び
組

合
の
構
成
員
が
登
録
商
標
「
鴨
川
温

泉
」
を
単
独
使
用
す
る
こ
と
を
怠
り
、

登
録
商
標
「
鴨
川
温
泉
」
の
「
周
知
性
」

が
商
標
法
７
条
の
２
第
１
項
の
要
件

を
満
た
さ
な
い
状
態
に
な
れ
ば
、
登

録
無
効
審
判
で
「
鴨
川
温
泉
」
の
商

標
登
録
が
無
効
に
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、「
鴨
川
温
泉
」の「
周
知
性
」

を
維
持
し
続
け
な
け
れ
ば
、
せ
っ
か

く
取
得
し
た
商
標
権
が
消
滅
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
留
意

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

鴨
川
温
泉
旅
館
業
協
同
組
合
及
び

同
組
合
の
構
成
員
の
益
々
の
発
展
を

期
待
し
ま
す
。

（
髙
橋　

幸
夫
）

事
業
の
成
果

今
後
の
事
業
展
開
・
展
望

チャレンジ組合ちば
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保
有
技
術
連
携
に
よ
る
医
療
福
祉
機
器
の
開
発

宇
部
鉄
工
業
協
同
組
合

テ
ー
マ

「
成
長
分
野
」
へ
の
挑
戦

医
療
福
祉
部
会
を
設
立
し
、幅
広
い
分

野
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、部
会
内
で
、

設
計
、パ
ー
ツ
製
造
、制
御
系
な
ど
を

分
業
し
、組
合
員
そ
れ
ぞ
れ
が
共
通
認

識
を
持
っ
て
医
療
福
祉
機
器
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

背
景
と
目
的

事
業
・
活
動
の
内
容

　 宇部鉄工業協同組合

住　所：〒755-0810
	 山口県宇部市岩鼻町６- ６
設　立：昭和30年３月
出資金：8,102千円
電　話：0836-21-1950
ＵＲＬ：http://ube.axis.or.jp
業　種：�金属製品製造業、一般機械器具

製造業、転送用機械器具製造業、
卸売業

組合員：18人

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
日
本
経
済
の
低

迷
期
に
伴
い
組
合
員
の
本
業
で
あ
る

鉄
工
関
連
の
業
務
需
要
の
低
下
か
ら
、

組
合
企
業
の
連
携
且
つ
保
有
技
術
や

設
備
が
活
用
で
き
る
新
事
業
分
野
の

開
拓
を
考
え
は
じ
め
「
医
療
福
祉
部

会
」
が
創
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
時
を

ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
、
平
成
12
年
ご
ろ

に
国
の
施
策
と
し
て
「
産
官
学
連
携

事
業
」
が
推
進
さ
れ
、
当
地
域
の
大

学
病
院
と
の
意
見
交
換
会
等
を
契
機

に
医
療
機
器
の
開
発
に
取
り
組
み
始

め
た
。

　

医
療
福
祉
部
会
は
協
賛
企
業
と
し

て
、
宇
部
地
区
以
外
の
企
業
も
含
ま

れ
て
お
り
幅
広
い
分
野
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
医
療
機
関
の
要
求
調
査
に

基
づ
き
組
合
部
会
内
で
、
設
計
、
パ
ー

ツ
製
造
、
制
御
系
な
ど
を
分
業
し
、

組
合
員
そ
れ
ぞ
れ
が
共
通
認
識
を

持
っ
て
機
器
の
開
発
に
取
り
組
み
ノ

ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
る
。
支
援
補

助
事
業
を
活
用
し
、
事
前
検
査
装
置

の
導
入
に
よ
る
医
療
福
祉
介
護
機
器

の
試
作
か
ら
製
品
化
期
間
の
短
縮
可

能
と
し
た
。
ま
た
、
機
器
の
強
度
計

算
に
つ
い
て
は
、
連
携
先
の
宇
部
工

業
高
等
専
門
学
校
に
依
頼
し
て
構
造

分
析
（
Ｃ
Ａ
Ｅ
）
に
よ
り
検
証
し
て

い
る
。

　

医
療
機
器
か
ら
福
祉
へ
と
舵
を
取

り
、
地
域
資
源
活
用
新
事
業
展
開
補

助
金
、
中
小
企
業
活
路
開
拓
調
査
・

実
現
化
事
業
を
利
用
し
、
足
浴
機
「
足

あ
ら
お
っ
」
手
洗
器
「
手
あ
ら
お
っ
」

足
首
回
転
装
置
「
く
る
く
る
ゲ
ン
器
」

な
ど
の
開
発
・
販
売
を
進
め
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
成
果
が
評
価
さ
れ
、「
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
」
の
研
究
開
発
を

宇
部
市
よ
り
委
託
さ
れ
た
。

成
果
・
効
果

▲手洗器
「手あらおっ」

▲足首回転装置
「くるくるゲン器」

全国先進組合事例
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Ｑ
＝
１　

他
人
の
持
分
の
全
部
又
は

一
部
を
譲
り
受
け
て
組
合
に
加
入
し

よ
う
と
す
る
者
か
ら
も
加
入
金
を
と

る
定
め
を
し
て
よ
い
か
。

２　

中
協
法
第
17
条
第
３
項
の
「
持

分
の
譲
受
人
は
、
そ
の
持
分
に
つ
い

て
、
譲
渡
人
の
権
利
義
務
を
承
継
す

る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
権
利

義
務
の
承
継
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
い
う
の
か
。
ま
た
設
問

１
と
の
解
釈
上
の
関
連
性
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
た
い
。

３　

加
入
に
関
し
、
定
款
に
「
他
人

の
持
分
の
全
部
又
は
一
部
を
承
継
し

た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
規

定
し
た
と
き
、
こ
の
後
に
「
こ
の
場

合
の
全
部
又
は
一
部
と
は
５
口
以
上

を
い
う
」
と
但
し
書
き
し
て
も
よ
い

か
。

［
Ａ
］
加
入
金
は
持
分
調
整
金
と
し
て

の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、

持
分
譲
受
加
入
の
場
合
に
は
徴
収
で

き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
持
分
譲
受
加
入
の
場
合
に
は
、

出
資
の
払
込
手
続
を
必
要
と
し
な
い

の
で
、
定
款
に
定
め
た
出
資
１
口
金

額
と
こ
れ
に
応
ず
る
持
分
額
と
の
調

整
を
行
う
必
要
が
生
じ
な
い
（
既
に

こ
の
点
を
考
慮
し
て
持
分
の
譲
渡
価

格
が
当
事
者
間
で
決
定
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。）
か
ら
で
あ
る
。

２　

組
合
員
の
持
分
と
は
、
組
合
員

が
そ
の
資
格
に
基
づ
い
て
組
合
に
対

し
請
求
し
支
払
を
受
け
る
べ
き
財
産

上
の
金
額
と
こ
れ
を
含
め
た
組
合
員

と
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
包
括
的

に
指
す
、
組
合
員
た
る
地
位
と
も
い

う
べ
き
も
の
の
二
義
が
あ
る
と
解
さ

れ
、
本
条
、
第
15
条
、
第
16
条
、
第

61
条
に
い
う
持
分
は
後
者
を
意
味
し
、

第
20
条
、
第
22
条
は
前
者
を
意
味
し

て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
法
律
上
の
持
分
が
、

い
ず
れ
の
意
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る

か
は
、
個
別
的
に
判
定
す
べ
き
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
本
条
に
お

け
る
持
分
を
組
合
員
た
る
地
位
の
譲

渡
と
解
す
る
限
り
議
決
権
、
選
挙
権
、

出
資
義
務
、
定
款
服
従
義
務
等
、
組

合
員
と
し
て
当
然
有
す
る
権
利
義
務

も
承
継
さ
れ
る
と
と
も
に
持
分
払
戻

請
求
権
又
は
出
資
払
込
義
務
も
承
継

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

１
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
持
分
の

譲
受
加
入
の
場
合
に
は
原
始
加
入
の

場
合
と
異
な
り
、
出
資
払
込
及
び
持

分
調
整
金
の
問
題
が
生
じ
な
い
の
は
、

本
条
の
持
分
を
前
述
の
と
お
り
解
す

れ
ば
、
持
分
の
譲
渡
は
組
合
員
の
入

替
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
か
ら
、

そ
の
譲
受
に
伴
う
代
金
（
払
込
済
出

資
額
と
持
分
調
整
金
と
の
合
計
）
の

授
受
は
当
事
者
間
で
行
わ
れ
、
組
合

と
譲
受
人
と
の
間
に
は
関
係
を
生
じ

な
い
か
ら
で
あ
る
。

３　

貴
組
合
の
定
款
に
お
い
て
、
貴

組
合
へ
の
出
資
口
数
を
最
低
５
口
以

上
と
し
、
ま
た
、
現
組
合
員
の
す
べ

て
が
５
口
以
上
の
出
資
を
有
し
て
お

り
、
か
つ
５
日
未
満
の
日
数
が
生
じ

た
場
合
の
処
置
が
明
確
で
あ
れ
ば
差

支
え
な
い
と
解
す
る
。
つ
ま
り
上
記

の
場
合
以
外
に
お
い
て
は
新
規
加
入

者
と
譲
受
加
入
者
と
の
均
衡
を
失
す

る
と
思
料
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

 　
　

�

中
小
企
業
組
合
質
疑
応
答
集
（
全
国
中
小

企
業
団
体
中
央
会
編
）
よ
り
転
載

組
合
Ｑ
＆
Ａ

持
分
の
譲
渡
に
つ
い
て
（
２
）

【
第
１
問
】理
事
会
の
特
別
議
決
事
項
は
、

議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
る
理
事
の

３
分
の
２
以
上
を
も
っ
て
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

【
第
２
問
】
理
事
会
の
議
事
録
に
は
、
議

事
の
経
過
の
要
領
及
び
そ
の
結
果
を
記

載
す
る
と
共
に
、
出
席
し
た
理
事
全
員

が
署
名
等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
第
３
問
】
理
事
会
の
議
長
は
、
議
決
権

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

【
第
４
問
】
役
員
に
は
、
善
管
注
意
義
務

と
忠
実
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。

《
解
答
》【
第
１
問
】
×
（
理
事
会
に
は

特
別
議
決
事
項
は
な
い
。
理
事
会
の
決

議
は
、
議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
る

理
事
の
過
半
数
が
出
席
し
、
そ
の
過
半

数
を
も
っ
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
定
足
数
も
可
決
要
件
も
、
過
半
数
を
上

回
る
割
合
を
定
款
で
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
。））【
第
２
問
】○【
第
３
問
】×（
理

事
会
で
は
、
総
会
と
違
っ
て
議
長
も
議

決
権
を
行
使
で
き
る
。
議
決
権
が
あ
る

の
で
、
総
会
で
認
め
ら
れ
る
可
否
同
数

の
と
き
の
決
定
権
は
な
い
。）【
第
４
問
】

×
（
理
事
に
は
、
善
管
注
意
義
務
と
忠

実
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
が
、
監
事
に

は
善
管
注
意
義
務
の
み
が
課
さ
れ
て
い

て
、
忠
実
義
務
は
な
い
。
監
事
は
業
務

執
行
を
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。）

組
合
士
検
定
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
‼

組合 Q ＆ A
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本
会
で
は
、「
中
小
企
業
新
事
業
活
動
促
進
法
」

に
基
づ
く
中
小
企
業
者
の
「
経
営
革
新
」
へ
の
挑
戦
、

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
会
の
会
員
組
合
の
中
か

ら
、
自
社
の
創
意
と
熱
意
が
込
め
ら
れ
た
「
経
営
革

新
計
画
」
の
策
定
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
千
葉
県
知
事

か
ら
承
認
さ
れ
た
企
業
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
経
営
革
新
計
画
」
と
は
、「
中
小
企
業
新
事
業
活

動
促
進
法
」
に
基
づ
き
、
中
小
企
業
者
が
作
成
す
る
、

新
商
品
の
開
発
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
展
開
な
ど
の
取

り
組
み
と
具
体
的
な
数
値
目
標
を
含
ん
だ
３
年
か
ら

５
年
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
」
の
こ
と
で
す
。
こ
の

計
画
を
千
葉
県
に
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
、
政

府
系
金
融
機
関
の
低
利
融
資
、
信
用
保
証
の
特
例
、

特
許
関
係
料
金
減
免
等
の
他
、
ち
ば
中
小
企
業
元
気

づ
く
り
助
成
事
業
（
市
場
開
拓
助
成
／
新
商
品
・
新

技
術
・
特
産
品
等
開
発
助
成
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　　

当
社
は
、
昭
和
43
年
の
創
業
以
来
、
国
土
交
通
省・

千
葉
県
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
機
関
に
対
し
て
、
道

路
用
側
溝
、
大
型
防
音
可
変
側
溝
等
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
次
製
品
の
設
計
・
製
造
・
販
売
行
い
、
順
次
製

品
品
種
の
拡
大
を
し
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
以
外
の
土

木
資
材
分
野
な
ど
の
製
品
も
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
業
界
は
公
共
事
業
の
大
幅
削
減
、
民
間
企
業
の

設
備
投
資
先
送
り
等
が
続
い
て
い
た
中
、
業
界
自
体

の
需
要
供
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
壊
し
、
自
由
競
争
の
枠

を
外
れ
た
、
淘
汰
と
生
存
を
主
と
し
た
価
格
競
争
の

状
態
に
陥
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
有
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
に
至
っ
て
は
、
震
災
復
興

に
関
わ
る
需
要
、
大
型
商
業
施
設
の
受
注
増
加
、
圏

央
道
に
関
わ
る
需
要
等
そ
の
業
界
規
模
が
縮
小
し
て

き
た
中
で
急
激
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
需
要
が
拡

大
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
関
わ
る
潜
在
需
要
が
控
え
て
お
り
、
尚
一
層
の

需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

１
．
テ
ー
マ

　
『
新
開
発
の
高
流
動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
活
用
し
た
高

機
能
性
側
溝
の
生
産
』

２
．
計
画
期
間

　

▽
平
成
26
年
９
月
～
平
成
30
年
７
月
（
４
年
計
画
）

３
．
内　

容

　

高
流
動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
導
入
し
、
作
業
環
境
の

改
善
や
効
率
化
を
図
り
、
新
製
品
を
開
発
し
て
行
く

こ
と
に
よ
っ
て
当
社
の
新
た
な
軸
と
し
て
行
く
。

●
従
来
の
問
題
点

　

現
在
の
当
社
の
売
上
構
成
は
、
道
路
用
製
品
が
８

割
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
以
外
の
土
木
資
材
が
２
割

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
自
社
新
製
品
の
開
発
・

販
売
が
当
社
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
前
述
し
た
業

界
の
背
景
同
様
、
当
社
に
お
い
て
も
、
こ
こ
数
カ
月

に
渡
り
超
過
需
要
の
状
況
に
陥
り
、
納
期
優
先
の
た

め
同
業
他
社
か
ら
製
品
を
購
入
し
、
販
売
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
態
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
為
当
社
と
し
て
、
い
か
に
現
有
の
設
備
で
自

社
独
自
の
高
付
加
価
値
製
品
を
作
る
事
が
で
き
、
且

つ
瞬
発
力
の
あ
る
製
造
シ
ス
テ
ム
が
組
め
る
か
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
課
題
を
克
服
す
る
上

で
一
番
の
問
題
点
が
製
造
面
に
あ
り
ま
す
。
従
来
型

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は
、
打
設
効
率
を
高
め
る
為
バ

経
営
革
新
計
画
と
は
？

申
請
の
い
き
さ
つ
は
？

新
た
な
取
り
組
み
の
特
徴
は
？

千
葉
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合
　
組
合
員
企
業

三
洋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社

テ
ー
マ

新
開
発
の
高
流
動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
活
用
し
た
高
機
能
性
側
溝
の
生
産

シリーズ「躍進企業」

テ
ー
マ
及
び
内
容
は
？
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イ
ブ
レ
ー
タ
ー
を
用
い
、
５
分
以
上
振
動
を
加
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
法
で
は
近
隣
に
対
す
る

騒
音
問
題
や
従
業
員
の
振
動
に
よ
る
負
荷
が
発
生
し

労
働
環
境
が
悪
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
型
枠

を
振
動
さ
せ
な
が
ら
流
し
込
む
た
め
、
型
枠
の
消
耗

が
激
し
く
、
型
枠
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
収
益
悪
化
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

一
方
製
品
面
で
の
高
付
加
価
値
化
と
し
て
、
当
社

は
側
溝
の
曲
線
加
工
の
簡
易
化
に
注
目
を
し
て
い
ま

す
。
現
状
の
側
溝
は
、
曲
線
へ
設
置
す
る
場
合
、
現

場
施
工
に
対
応
し
た
加
工
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
粉

塵
や
端
材
ロ
ス
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

○
新
た
な
取
り
組
み

　

そ
こ
で
、
従
来
技
術
で
培
っ
て
き
た
知
識
と
技
術

力
及
び
、
実
績
を
活
用
し
、
新
た
な
自
社
製
品
の
製

造
及
び
量
産
化
を
実
施
し
ま
す
。　

具
体
的
な
実
施
方
法
は
以
下
の
通
り
。

①
高
流
動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
注
１
）
の
導
入

・
自
社
で
約
１
年
前
か
ら
実
証
実
験
を
開
始
し
、
小

型
ミ
キ
サ
ー
に
よ
る
テ
ス
ト
段
階
を
終
了
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
実
機
に
よ
る
試
作・開
発
を
行
い
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
高
流
動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
生
産
体
制
を

構
築
致
し
ま
す
。（
注
１
）
高
流
動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

は
、
流
動
性
を
著
し
く
改
善
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

型
枠
へ
打
ち
込
む
時
の
振
動
締
固
め
作
業
を
不
要
に

し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
こ
と
。

②
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
側
溝
の
量
産
化

・「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
側
溝
」
を
、
自
社
で
開
発
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
高
流
動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
活
用
し
量
産
化

を
行
い
他
社
と
の
差
別
化
を
は
か
り
、
売
上
向
上
を

行
い
ま
す
。

・
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
側
溝
を
自
社
の
主
力
製
品
と
す
る

こ
と
で
、
現
場
で
の
カ
ッ
ト
作
業
が
な
く
な
り
、
粉

塵
に
よ
る
従
業
員
の
労
働
環
境
問
題
、
端
材
問
題
が

解
決
し
利
益
率
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

③
新
た
な
ミ
キ
サ
ー
の
導
入

・
従
来
よ
り
も
練
り
混
ぜ
性
能
が
大
幅
に
向
上
し
た

ミ
キ
サ
ー
を
導
入
し
、
様
々
な
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ

対
応
す
る
こ
と
で
、
製
品
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増

や
し
ま
す
。

　　

既
述
の
実
施
内
容
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
高
流
動

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
活
用
し
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
側
溝
を

量
産
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
社
と
の
差
別
化
を
は

か
る
こ
と
で
、
売
上
向
上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

高
流
動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
無
振
動
・
微
振
動
で
流

し
込
み
を
行
え
る
た
め
、
騒
音
を
小
さ
く
す
る
こ
と

が
で
き
、
従
業
員
に
対
す
る
騒
音
問
題
も
解
消
で
き

ま
す
。
ま
た
、
型
枠
へ
の
負
担
が
小
さ
く
な
り
、
寿

命
が
約
２
倍
長
く
な
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
年
間
コ

ス
ト
が
ほ
と
ん
ど
不
要
と
な
り
収
益
率
が
上
が
り
ま

す
。
品
質
向
上
に
よ
る
受
注
先
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
り
、

今
後
の
販
路
開
拓
に
向
け
て
積
極
的
な
営
業
活
動
を

展
開
し
て
行
け
ま
す
。

　

弊
社
の
企
業
理
念
は
、「
三
洋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

㈱
は
全
社
員
と
共
に
、
優
れ
た
社
会
人
と
し
て
の
資

質
を
磨
き
、豊
か
な
幸
せ
を
求
め
、明
る
く
前
向
き
に
、

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
事
を
目
指
し
ま
す
。」
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

社
員
の
力
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
折
り
重
な
っ
た

所
で
経
営
革
新
の
基
を
生
み
出
し
、
経
営
革
新
と
い

う
ツ
ー
ル
の
使
い
方
向
性
を
確
か
め
、
生
み
出
さ
れ

た
技
術
や
商
品
が
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
を
作
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
会
社
と
し
て
の
理
念

や
志
を
忘
れ
な
い
事
だ
と
考
え
ま
す
。
弊
社
で
は
人

を
大
切
に
す
る
事
を
何
よ
り
も
心
掛
け
て
お
り
、「
社

員
・
家
族
・
地
域
社
会
・
お
客
様
・
仕
入
先
な
ど
多

く
の
人
達
に
感
謝
し
、
支
え
ら
れ
て
い
る
事
で
会
社

は
活
か
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

勝
利
の
掟
は
「
人
は
城　

人
は
石
垣　

人
は
堀　

情
は
味
方　

仇
は
敵
な
り
」　
（
武
田
信
玄
）

◎�

経
営
革
新
に
関
す
る
ご
相
談
は
本
会
経
営
支
援
部

ま
で
お
願
い
致
し
ま
す☎０

４
３
・
３
０
６
・
３
２
８
２

今
後
の
事
業
展
開
は
？

社
長
さ
ん
の
一
言

【団体名】千葉県コンクリート製品協同組合
【企業名】三洋コンクリート工業株式会社
【代表者】斎藤　寿夫
【所在地】千葉県山武郡九十九里町片貝4025
【電話番号】0475-76-3331
【資本金】42,500千円
【従業員数】46名
【業　種】セメント・同製品製造業
【URL】http://www.sanyo-ck.co.jp/
【承認年月日】平成26年8月29日
【支援機関】千葉県中小企業団体中央会
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■
豆
腐
製
造�

【
県
内
全
域
】

　

景
況
の
変
化
は
、
大
き
な
変
化
あ
り

ま
せ
ん
。
業
界
動
向
は
、
町
店
の
魅
力

に
つ
い
て
見
直
す
動
き
が
あ
り
ま
す
。

■
酒
類
製
造�

【
県
内
全
域
】

　

冬
の
需
要
期
で
あ
る
が
、
料
飲
店
が

低
調
で
前
年
比
下
回
る
。

■
乳
製
品�

【
県
内
全
域
】

　

組
合
の
事
業
活
動
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

類
の
拡
売
の
取
組
を
実
施
す
る
。（
２

～
３
月
）

■
製
材�

【
木
更
津
】

　

南
洋
材
１
隻
入
港
。米
材
船・
ロ
シ
ア

船
入
港
な
し
。在
庫
は
減
少
し
て
い
る
。

■
印
刷�

【
県
内
全
域
】

　

１
月
の
県
内
組
合
員
受
注
売
上
は,

年
始
休
業
に
よ
る
稼
働
日
の
減
少
に
加

え
、
景
況
感
か
ら
来
る
消
費
マ
イ
ン
ド

の
冷
え
込
み
等
の
影
響
に
よ
り
、
印
刷

需
要
は
芳
し
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
未
だ
デ
フ
レ
が

完
全
に
解
消
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
大
企

業
を
中
心
に
昇
給
や
冬
季
賞
与
の
増
額

が
行
わ
れ
、
一
部
で
は
消
費
マ
イ
ン
ド

が
上
向
い
て
い
ま
す
が
、
市
民
全
体
が

実
感
す
る
程
の
実
質
賃
金
上
昇
に
は
ま

だ
ま
だ
時
間
が
掛
り
そ
う
で
す
。

■
鉄
工 �

 【
千
葉
】

　

景
況
の
変
化
に
つ
い
て
、
大
多
数
の

組
合
員
各
社
動
向
は
、
特
段
の
変
動
も

な
く
横
ば
い
推
移
続
い
て
い
る
。
直
近

で
の
補
正
予
算
成
立
を
受
け
、
も
の
づ

く
り
等
補
助
金
の
活
用
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

■
機
械
部
品
製
造�

【
野
田
】

　

景
況
の
変
化
に
つ
い
て
、
中
国
、
韓

国
向
け
輸
出
が
対
前
年
比
減
少
傾
向
に

あ
る
。

■
機
械
部
品
製
造�

【
流
山
】

　

景
況
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
特
に
変

化
が
な
い
が
、
海
外
の
株
価
に
よ
り
影

響
が
出
そ
う
で
あ
る
。

■
機
械
部
品
製
造�

【
柏
】

　

全
体
的
に
低
調
（
中
国
の
減
速
の
影

響
大
）
但
し
、
試
作
・
医
療
等
に
つ
い

て
は
、
動
き
が
活
発
（
少
量
・
短
納
期
）

業
界
動
向
は
、
開
発
は
各
分
野
と
も
要

求
、
依
頼
は
多
い
。

■
金
属
製
品
製
造�

【
船
橋
】

　

景
況
の
変
化
は
、
受
注
、
売
上
に
増

減
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

■
採
石�

【
県
内
全
域
】

　

今
月
出
荷
分
は
先
月
と
同
様
に
わ
ず

か
で
前
年
比
大
幅
の
落
ち
込
み
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
と
も
、
港
湾
整
備
に
伴

う
石
材
の
需
要
は
あ
る
も
の
の
、
採
取

場
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
採
取
地
の
減
少

と
資
源
の
枯
渇
に
よ
り
生
産
箇
所
が
限

ら
れ
、
需
給
が
追
い
付
か
な
い
状
況
で

情報連絡員報告を中心とした

県内の中小企業動向
平成28年1月期�  情報連絡員50名  回答数50名

製造業では、売上高において「増加した」業種は１０から３に減少。「減少した」業種は５から１１に増加。
非製造業では、売上高において「増加した」業種は１１から８に減少。「減少した」業種は８から１５に増加。
業界の景況では、「好転した」業種は４から１に減少。「悪化した」業種は８から１３に増加。　

製造業では、売上高において「増加した」業種は４から２に減少。「減少した」業種は１３から１２に減少。
非製造業では、売上高において「増加した」業種は１０から９に減少。「減少した」業種は８から１１に増加。
業界の景況では、「好転した」業種は５から３に減少。「悪化した」業種は１７から１４に減少。

製
造
業

全体概要
【前月からの動き】

※�下記の数字は情報連絡員からの回答数を表します。
　 （「好転（上昇、増加）」、「不変」、「減少（悪化、低下）」の３択回答のうち、「不変」を除く「好転」又は「減少」の回答数）

景　況
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あ
る
。

■
土
砂
採
取�

【
県
内
全
域
】

　

景
気
の
変
化
は
、
前
月
同
様
、
先
行

き
の
見
通
し
が
不
明
、
景
気
の
変
化
が

感
じ
ら
れ
な
い
と
の
報
告
が
多
い
。

□
総
合
卸
売�

【
千
葉
県
・
東
京
都
】

　
【
鶏
卵
卸
】
12
月
中
旬
ま
で
高
値
が

続
い
て
い
た
が
、
年
末
に
入
り
需
要
の

低
下
、
燃
料
価
格
の
低
下
等
に
よ
り
。

一
気
に
価
格
が
下
が
り
、
平
年
並
み
の

水
準
に
な
っ
て
い
る
。

□
食
肉
卸
売�

【
千
葉
市
他
】

　

業
界
動
向
は
、
豚
の
病
気
（
Ｐ
Ｅ
Ｄ
）

の
再
発
が
見
ら
れ
る
今
後
の
生
産
頭
数

の
減
少
が
心
配
さ
れ
る
。

□
建
築
材
料
卸
売�

【
県
内
全
域
】

　

景
況
の
変
化
に
つ
い
て
、
全
国
セ
メ

ン
ト
年
間
需
要
は
、
当
初
想
定

４
６
０
０
万
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
上
期

時
点
で
４
５
０
０
万
ト
ン
に
。
12
月
時

点
で
４
４
０
０
万
ト
ン
に
下
方
修
正
さ

れ
１
月
更
に
落
ち
込
ん
で
い
る
た
め
も

う
一
段
修
正
さ
れ
る
。

□
自
動
車
解
体�

【
県
内
全
域
】

　

景
況
の
変
化
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格

は
前
月
に
持
ち
直
す
気
配
が
あ
っ
た

が
、
再
度
下
落
。
１
月
は
稼
働
日
数
も

少
な
く
業
績
悪
い
。

□
乾
物
卸
売�

【
県
内
全
域
】

　

景
況
の
変
化
は
、や
や
後
退
気
味（
海

苔
不
足
に
起
因
）
業
界
動
向
は
、
海
苔

生
産
量
が
回
復
傾
向
に
あ
る
。

□
卸
売�

【
茂
原
】

　

相
変
わ
ら
ず
客
の
動
向
は
良
く
あ
り

ま
せ
ん
。
気
候
の
変
化
も
激
し
く
、
寒

暖
の
差
も
激
し
く
街
行
く
人
々
の
購
買

意
欲
も
わ
か
な
い
様
子
で
あ
る
。

□
電
気
機
器
小
売�

【
県
内
全
域
】

　

景
況
の
変
化
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ス

金
利
の
影
響
で
、
円
安
、
株
高
が
数
日

続
い
た
が
元
の
黙
阿
弥
、
ま
た
株
安
が

始
ま
っ
た
。
世
界
中
の
不
景
気
感
が
否

め
な
い
。

□
青
果
小
売�

【
千
葉
市
】

　

年
末
は
暖
か
く
、
入
荷
量
も
多
か
っ

た
の
で
安
定
し
て
売
上
も
取
れ
た
が
、

年
明
け
よ
り
入
荷
量
が
減
り
、
値
段
が

安
定
し
な
く
な
っ
た
。

□
中
古
車
仕
入
・
販
売�

【
県
内
全
域
】

　

景
況
の
変
化
は
、
流
通
し
て
い
る
車

輛
台
数
が
減
少
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

組
合
員
店
舗
で
社
員
を
募
集
し
て
も
応

募
が
な
く
、
人
員
確
保
に
苦
労
を
し
て

い
る
情
報
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

□
小
売�

【
東
金
】

　

景
気
の
変
化
と
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
関
連
品
は
、
正
月
は
暖
か
い
日
が
続

き
伸
び
ず
、
そ
の
後
寒
く
な
り
動
き
が

あ
っ
た
。

□
小
売�

【
野
田
】

　

景
況
の
変
化
に
つ
い
て
、
初
売
り
は

価
格
訴
求
型
の
セ
ー
ル
で
昨
年
並
み
の

売
上
は
確
保
で
き
た
が
、
高
額
商
品
に

対
し
て
は
、
消
費
者
の
買
い
控
え
傾
向

が
う
か
が
え
る
。

□
小
売
・
サ
ー
ビ
ス�

【
柏
】

　

景
況
の
変
化
に
つ
い
て
、
暖
冬
の
せ

い
も
有
り
後
半
の
真
冬
日
が
来
る
ま
で

は
、
例
年
よ
り
来
街
者
は
多
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
た
が
、
売
上
に
は
結
び
つ

い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
後
半

寒
さ
が
増
し
て
か
ら
は
余
計
良
く
な
い
。

□
自
動
車
一
般
整
備
　�

【
柏
】

　

今
年
に
入
り
、
車
検
板
金
の
入
庫
台

数
が
予
想
以
上
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ

た
。

□
建
設
揚
重 �

 【
県
内
全
域
】

　

景
況
の
変
化
は
下
降
傾
向
。
特
に
地

域
に
よ
る
温
度
差
が
大
き
い
。

□
遊
覧
船
　�

【
鴨
川
】

　

景
況
の
変
化
に
つ
い
て
、
１
月
は
途

中
欠
航
を
含
め
欠
航
が
６
日
（
前
年
同

月
３
日
）
あ
っ
た
が
、
年
始
の
乗
客
が

多
く
前
年
同
月
比
で
約
114
％
の
伸
び
と

な
っ
た
。
ま
た
、
売
上
高
も
前
年
同
月

比
で
112
％
の
伸
び
と
な
っ
た
。

□
一
般
廃
棄
物
処
理
　�

【
千
葉
】

　

繁
忙
期
で
あ
る
前
月
と
比
べ
る
と
、

だ
い
ぶ
落
ち
込
ん
だ
年
に
な
り
ま
し
た

が
、
例
年
よ
り
若
干
よ
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
１
年
の
ス
タ
ー
ト
と
し

て
は
上
々
だ
と
思
い
ま
す
。

□
学
習
塾�

【
県
内
全
域
】

　

中
３
生
の
中
で
例
年
早
め
に
退
塾
す

る（
私
立
や
部
活
動
で
の
事
前
確
約
で
、

合
格
間
違
い
な
し
と
言
わ
れ
て
い
る
生

徒
）
生
徒
が
お
り
、
そ
の
分
経
営
に
は

マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。

□
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス�

【
県
内
全
域
】

　

県
か
ら
５
年
に
一
度
の
「
交
通
量
調

査
」
発
注
の
年
で
あ
り
、
組
合
員
が
そ

の
大
半
の
事
業
を
受
注
出
来
て
お
り
、

年
度
末
に
向
け
て
相
応
の
活
動
が
期
待

出
来
る
状
況
に
あ
る
。

□
建
設�

【
県
内
全
域
】

　

１
月
の
落
札
額
は
、
所
属
組
合
の
３

分
の
２
で
、
昨
年
実
績
を
下
回
っ
た
。

但
し
、
年
度
ベ
ー
ス
で
は
全
所
属
組
合

が
前
年
同
期
比
で
は
、
僅
か
な
が
ら
も

プ
ラ
ス
を
維
持
し
て
い
る
。

□
貨
物
運
送�

【
野
田
】

　

燃
料
費
の
減
少
は
嬉
し
い
か
ぎ
り
だ

が
、
良
く
考
え
る
と
ガ
ソ
リ
ン
の
半
値

ほ
ど
だ
っ
た
軽
油
が
今
は
１
リ
ッ
ト
ル

10
円
ほ
ど
し
か
安
く
な
い
。

□
輸
出
入�

【
県
内
全
域
】

　

１
月
の
売
上
は
前
月
比
、
前
年
同
月

比
と
も
12
月
よ
り
減
少
し
ま
し
た
。

非
製
造
業
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（１）中小企業表彰　３社
名称等 表彰の理由（概要）

1
（株）ナカオサ
（千葉県紙器段ボール箱工
業組合・野田市商業（協））

○ �紙器の企画、デザイン、印刷から加工、運送まで自社一貫で行っており、高品質、
コスト、納期に対する顧客ニーズへの細やかな対応に取り組んでいる。

○ �千葉県紙器段ボール箱工業組合の副理事長や野田市商業協同組合の理事長を務
める等地域商業の振興・活性化に尽力している。 

2（株）飯塚海苔店
（千葉県海苔問屋（協））

○ �海苔の消費量を増やし、海苔市場全体の底上げを図るため特許技術を活用した
新製法のおつまみ海苔商品を開発し、業界をリードする取組を行っている。

○ �日本の伝統食品である海苔を後世に引き継ぐための食育活動を積極的に行って
いる。

3（株）和光物産商会
（千葉県貿易（協））

○ �成田市の観光キャラクター「うなりくん」の土産品の商品開発や千葉県産品の
お土産を積極的に取扱い、成田・千葉県の知名度の向上に貢献している。

○ �千葉県貿易協同組合の理事として、製品のブランド化の構築に役員・委員とし
て参画し、千葉県貿易業界の発展に貢献している。

（２）商店街表彰　２団体
名称等 表彰の理由（概要）

1
ユーカリが丘商店街振興
組合

（所在地：佐倉市）

○ �当該組合の前身の商店会の時から、30 年以上にわたり毎年地域の活性化、住民
の連帯感の醸成等に寄与する各種イベントを実施しており、商店街の活性化のみ
ならず、地域住民のコミュニティの場の創出に大きく貢献している。

○ �地域ボランティア団体と連携し、防犯パトロールを実施し、地域の安全・安心
な街づくりに貢献している。

2
市川南通り商店会

（ゆうゆうロード商店会）
（所在地：市川市）

○ �地域のお祭りを近隣商店会などと開催し、毎年多くの地元住民が訪れている。
また地元大学と連携して、イベントを開催し、大型スーパーやショッピングセン
ターとの差別化を図り、来街者の拡大を図っている。

○ �地域の小学生と中学生を対象に職場体験の実習制度を導入し、体験学習を行う
など、地域住民との交流促進を通して、地域へ貢献している。

（３）従業員表彰　３名
氏名（敬称略） 勤務企業等 業種 所属組合

１ 鈴　木　　竜　夫 ㈲長浦製作所（流山市） 金型製造業 流山工業団地（協）

２ 服　部　　達 合資会社藤間シート装飾（千
葉市）

内装工事、テント・看板製造
業 千葉県テントシート工業組合

３ 鈴　木　　清 鍋店 ( 株 )（成田市） 酒類製造業 千葉県酒造（協）

◎�詳しくは千葉県HP（ホーム）>しごと・産業・観光>商工業>中小企業・産業振興政策>中小企業に対する支援策>
千葉のちから中小企業表彰をご覧ください。

～ 受賞おめでとうございます！～
　去る２月３日、千葉県庁（本庁舎 5 階大会議室）において、長年にわたり地域経済の発展に貢献した企業など
をたたえる“千葉のちから「中小企業表彰」”の平成 27 年度の表彰式が行われました。
　この“千葉のちから「中小企業表彰」”は、地域に貢献する中小企業や商店街、さらに中小企業にあって長年に
わたり努力を続けてこられた従業員の方々を表彰するもので、本会が推薦した次の方々に対し、諸橋省明千葉県
副知事から表彰状が授与されました。

☆地域経済の活性化や地域社会の発展に貢献☆
平成27年度 千葉のちから「中小企業表彰」

中央会だより
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本
会
は
１
月
26
日
、
29
日
に
そ
れ
ぞ

れ
千
葉
市
内
と
柏
市
に
お
い
て
、
平
成

27
年
度
組
合
決
算
講
習
会
を
開
催
し
た
。

　

本
講
習
会
で
は
、
関
係
法
令
に
基
づ

く
適
正
な
決
算
処
理
を
し
て
頂
く
こ
と

を
目
的
に
、『
組
合
の
決
算
手
続
き
』

と
題
し
、
税
理
士
の
古
知
潔
先
生
に
よ

る
講
義
が
行
わ
れ
た
。

　

商
業
四
団
体
（
千
葉
県
商
店
街
連
合

会
＝
畔
高
敦
司
会
長
、
千
葉
県
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
＝
石
戸
新
一
郎
理
事

長
、
千
葉
県
共
同
店
舗
協
議
会
＝
中
村

秀
朗
会
長
、
千
葉
県
商
業
協
同
組
合
協

議
会
＝
土
屋
利
夫
会
長
）は
２
月
５
日
、

千
葉
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
合
同
新

春
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
中
小
企
業
庁
経
営
支
援

部　

商
業
課
の
芳
田
課
長
補
佐
よ
り

『
経
済
産
業
省
の
平
成
28
年
度
商
業
支

援
施
策
等
に
つ
い
て
』
と
題
し
、
施
策

説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
行
わ
れ
た
講

演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

株
式
会
社
ス
プ
ラ
ム
の
竹
内
代
表
取
締

役
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
、
県
内
の

商
業
者
な
ど
３
名
（
柏
市
役
所
企
画
部

情
報
政
策
課
内
藤
主
幹
、
柏
ア
ー
バ
ン

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
佐
藤
副
セ
ン

タ
ー
長
、
稲
毛
商
店
街
振
興
組
合
の
海

宝
専
務
理
事
）
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を
お
迎

え
し
て
、『
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
地
域
商
業
ま
ち

づ
く
り
支
援
に
つ
い
て
』
を
テ
ー
マ
に

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
催
さ
れ
た
賀
詞
交
歓
会
で

は
、
千
葉
県
の
森
田
知
事
、
阿
部
千
葉

県
議
会
商
工
議
員
連
盟
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
多
数
の
ご
来
賓
に
ご
臨
席
い
た

だ
き
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
県
下
の
商
業
関
係
者
に
よ
る
積
極
的

な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

本
会
は
２
月
９
日
、
㈱
商
工
組
合
中

央
金
庫
千
葉
支
店
に
お
い
て
「
平
成
27

年
度
第
２
回
金
融
懇
談
会
」
を
開
催
し

た
。

　

本
会
か
ら
は
、
今
年
度
の
組
合
設
立

状
況
の
ほ
か
、
県
内
中
小
企
業
の
労
働

事
情
や
経
営
革
新
計
画
の
策
定
支
援
状

況
を
説
明
し
、
㈱
商
工
組
合
中
央
金
庫

か
ら
は
、
最
近
の
金
融
情
勢
の
ポ
イ
ン

ト
と
、「
組
合
金
融
の
問
題
点
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
情
報
・
意
見
交

換
が
あ
っ
た
。
双
方
オ
ー
プ
ン
な
懇
談

に
よ
り
、
県
内
産
業
や
地
域
資
源
等
へ

の
理
解
を
深
め
る
情
報
の
共
有
が
図
ら

れ
た
。

　

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
事
務
局
責
任

者
協
会
（
檜
貝
孝
二
郎
会
長
▽
千
葉
県

貿
易
協
同
組
合 

常
務
理
事
）
は
２
月

16
日
、
千
葉
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
、
第

９
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
①
平
成
27
年
度
事

業
報
告
及
び
決
算
報
告
承
認
の
件
、
②

平
成
28
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収

支
予
算
（
案
）
承
認
の
件
、
③
会
費
の

賦
課
徴
収
方
法
決
定
の
件
、
④
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
の
件
、
の
４
つ
の

議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
中
央
会
の
組
合
事
務
局
強

化
事
業
に
よ
り
「
組
合
運
営
研
究
会
」

が
行
わ
れ
、
事
例
研
究
と
し
て
、
全
千

葉
警
備
業
協
同
組
合
の
田
部
井
仁
美
事

務
局
長
よ
り
『
共
同
受
注
確
保
に
向
け

た
組
合
事
務
局
の
役
割
に
つ
い
て
』
と

題
す
る
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、『
平
成
27
年
度
補
正
予
算
・

平
成
28
年
度
予
算
に
基
づ
く
中
小
企
業

施
策
に
つ
い
て
』
本
会
よ
り
説
明
を
行

い
、
閉
会
し
た
。　
　
　

　

研
究
会
後
の
全
体
交
流
会
（
事
務
局

責
任
者
協
会
主
催
）で
は
、会
員
相
互
の

緊
密
な
情
報
交
流
の
伸
展
が
図
ら
れ
た
。

　

本
会
は
２
月
26
日
、
千
葉
市
内
の
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
情
報
連

絡
員
会
議
を
開
催
し
た
。

　

最
初
に
、
三
井
生
命
保
険
㈱
法
人
推

進
部
の
並
木
部
長
よ
り
、『
法
人
を
活

用
し
た
医
療
保
障
準
備
』
と
題
す
る
講

演
が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
、
本
会
か
ら
『
情
報
連
絡
票
集

計
結
果
報
告
』
に
つ
い
て
の
発
表
を
行

い
、
出
席
し
た
情
報
連
絡
員
か
ら
は
報

告
内
容
に
関
す
る
詳
細
、
補
足
の
説
明

の
ほ
か
、
業
界
動
向
等
に
関
す
る
最
新

情
報
等
が
寄
せ
ら
れ
、
今
後
に
寄
せ
る

期
待
や
抱
負
と
い
っ
た
声
が
多
く
聞
か

れ
た
。

▲商業四団体合同新春賀詞交歓会で挨拶をする森田千葉県知事

組
合
決
算
講
習
会　
開
催

組
合
決
算
講
習
会　
開
催

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
事
務
局

責
任
者
協
会

第
９
回
通
常
総
会　
開
催

中
小
企
業
団
体
情
報
連
絡
員
会
議  

開
催

商
業
四
団
体
合
同
新
春
講
演
会 

開
催
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平成 27 年度補正
ものづくり・商業・サービス新展開
支援補助金の公募について

公募の
お知らせ

　「平成 27年度 ものづくり・商業・サービス新展開支援補助金」の公募を以下のとおり開始します。

　　〇認定支援機関の全面バックアップを得た事業を行う中小企業を支援します。
　　〇お近くの認定支援機関やご質問については、千葉県地域事務局までお尋ねください。

１．事業概要

　国内外のニーズに対応したサービスやものづくり新事業を創出する為、認定支援機関と連携して
革新的なサービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善を行う中小企業・小規模事業者の設備投
資等を支援します。

２．公募期間

　◆受付開始：平成２８年２月　５日（金）
　◆締　　切：平成２８年４月１３日（水）〔当日消印有効〕
　今回の公募は 6月中を目処に採択を行う予定です。
　※原則、公募は１回限りです。

　※必ず郵送、宅配便等により千葉県地域事務局宛に送付していただくようお願いいたします。
　※本事業は電子申請がご利用いただけます。
　　�電子申請の開始及び締切り等については、中小企業庁が開設した支援ポータルサイト「ミラサ
ポ（https://www.mirasapo.jp/）」で随時情報を公開いたしますのでご確認ください。

３．公募要領等

　当事業に係る公募要領、申請書様式については、千葉県地域事務局（千葉県中小企業団体中央会）
のホームページよりダウンロードしてください。
　申請書は、公募要領の注意事項をご確認のうえ、作成してください。また、申請書は申請する類
型ごとに分かれていますのでご注意ください。

　（申請書受付先・お問い合わせ先）

　千葉県地域事務局
　（千葉県中小企業団体中央会　工業連携支援部）

　　住　所：〒 260-0015　
　　　　　　千葉市中央区富士見２－２２－２　千葉中央駅前ビル５階
　　電　話：０４３（２２３）７７０７　　
　　ＦＡＸ：０４３（２２３）０７００
　　ＵＲＬ：http://www.chuokai-chiba.or.jp/chuokai/topics/2015/20160205monodukuri_2.html

インフォメーション



Chushokigyo-chiba　2016.315

Chushokigyo-chiba

災害発生時の心得
～むやみに移動を開始せず、落ち着いた行動を～

　大規模な地震等による災害が発生すると、公共交通機関が運行を停止し、自宅へ帰ることが困難
になることが予想されます。
　しかし、災害発生時に多くの人が一斉に徒歩で帰宅を始めると、火災や沿道の建物からの落下物
などにより負傷する危険があるばかりでなく、災害時に優先されるべき救助・救急活動の妨げとな
ります。

【災害発生時には「むやみに移動を開始しない」】
　○　まず自分の身の安全を確保しましょう。
　○　職場や集客施設等の安全な場所にとどまりましょう。
　○　災害用伝言サービス＊により家族の安否や自宅の無事を確かめましょう。
　○　交通情報や被害情報などを入手しましょう。

　　＊　発災直後の安否確認の手段として、災害用伝言サービスが活用できます。
　　　�　災害用伝言サービスは、毎月１日や１５日などが体験日となっていますので、あらかじめ

使用方法を体験しておきましょう。
　　○　災害用伝言ダイヤル（１７１）
　　　�固定電話の番号あてに音声による安否情報を録音・確認できます。１７１をダイヤルし、ガ

イダンスに従ってメッセージの登録・確認をしてください。
　　　一般電話、公衆電話、携帯電話、PHS、スマートフォンから利用ができます。
　　○　�災害用伝言板は、文字情報による伝言の登録と確認ができます。各携帯会社のトップペー

ジから「災害用伝言版」を選択してメッセージを登録・確認してください。
　　　インターネットに接続できる携帯電話、PHS、スマートフォンから利用できます。

【日ごろから準備しておきたいこと】
　○　携帯ラジオや地図を持ち歩きましょう。
　○　職場などにスニーカーや懐中電灯、手袋、飲料水や食料などを用意しておきましょう。
　○　事前に家族などと発災時の安否確認の方法や集合場所を話し合っておきましょう。
　○　徒歩やバスにより帰宅経路の状況を確認しておきましょう。

【徒歩帰宅者支援の取り組み】
　千葉県を含む九都県市では、コンビニエンスストア、ファミリーレストラン、ガソリンスタンド
等と徒歩帰宅支援に関する協定を締結しています。
　これらの店舗では、災害発生時に水道水やトイレの提供のほか、道路交通情報などを可能な範囲
で提供して頂けます。
　こうした店舗には、「災害時帰宅支援ステーションステッカー」が掲示されていますので、日頃
から帰宅経路の店舗の場所を確認しておくと安心です。
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経営革新計画の策定支援について
～中小企業の皆さまの経営革新（新たな取り組み）を支援します～

本頁について、組合員の皆さまへ周知していただきますようお願い申し上げます。

　千葉県中小企業団体中央会　経営支援部では、国等の中小企業施策を活用し、組合等連携組織に集う中小企業が“自社の
課題”に挑戦する“高い志”を積極的に支援しております。
　特に、「経営革新」による経営力強化、更なる成長への活路を見出すための事業化への取り組みに対しては、中小企業の
新事業活動促進支援制度であります「経営革新計画（ビジネスプラン）」の策定による伴走支援を行っており、経営課題の
整理や対応策の明確化、資金調達環境の整備等にお役立ていただいているところです。
　従来からの事業（顧客の創造）を従来からのやり方で継続するだけでなく、新規顧客の創造に向け、競合との比較優位に
なり得る意欲的な取り組み（経営革新）への改革線上に使えるサポート（中央会）があるならば、これを利用しない手はご
ざいません。本支援は、経営課題の解決に最適な専門家派遣を無料で活用できるなど（※１社３回まで無料）、組合員の経
営力強化を図る上で大変有用な手段となっております。この機会にぜひご活用をお勧め申し上げます。

【お願い】経営革新に関するニーズを是非お知らせ下さい（下記の質問にお答えの上、ＦＡＸにてお送り下さい。お電話で
のご連絡もお待ちしております）。
※�貴社の情報及びご回答内容は本事業以外に利用することはありません。また、許可なく第三者に情報を公開することはあ
りません。

≪経営革新ニーズ調査票≫　千葉県中小企業団体中央会　経営支援部 行　FAX:043-227-0566 

Ｑ１．�貴社では、経営革新（新事業展開、新商品・新役務の開発・提供、設備投資による生産性向上、売上増の
ための独自の工夫・新たな試み等）に取り組む予定やお考えがありますか。

　　　　□はい　　　　　　　　　□いいえ　　　　　　　　□検討中

Ｑ２．�Ｑ１．で『はい』とお答えした方にお聞き致します。新たな取り組みの内容は以下のどれに分類されますか。
Ａ～Ｄの中からお選びください（複数回答可）。

　　　　Ａ．新事業展開　　　　　Ｂ．新商品・新役務の開発・提供
　　　　Ｃ．設備投資　　　　　　Ｄ．業績向上に向けた自社独自の工夫等

Ｑ３．�Ｑ１．で『検討中』とお答えした方にお聞きします。現行事業で抱えている問題点（現状と目標（あるべ
き姿）との差異）、或いは、その問題を解決するための課題は何ですか。そうした問題や課題の解決策として、
新たに実施したい事業アイディア等をお持ちですか。

 　　　　①現在の問題点・課題

 　　　　②上記①の解決策（新規顧客の創造・獲得に向けた取り組み）

※貴社の情報についてご記載ください。後日ご連絡させていただきます。

◎問合せ　千葉県中小企業団体中央会 経営支援部　TEL：043-306-3282  FAX：043-227-0566

貴社名 所属組合
（業種：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

代表者名

フリガナ

記入者名

フリガナ

（役職：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ご連絡先 TEL FAX
メールアドレス

【お詫びと訂正】�2016 年２月号、シリーズ「躍進企業」15 ページの進和株式会社様の企業プロフィールに誤記がございました。正しく
は以下の通りです。

（誤）【従業員数】：30,000 千円	 ⇒	 （正）【 資本金 】：3,000 千円
（誤）【業　　種】：14 名	 ⇒	 （正）【従業員数】：14 名       
（誤）【 E-mail 】：自動車整備業	 ⇒	 （正）【業　  種】：自動車整備業
（誤）【Ｕ Ｒ Ｌ】 ：info@sinwa-bp.co.jp	 ⇒	 （正）【 E-mail 】：info@sinwa-bp.co.jp

関係者並びに読者の皆様にご迷惑をおかけしたことを深くお詫び申し上げます。
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